
平成 24 年  3月15日第1回変更　平成 25 年　2月　日1 宮崎県未来へ繋ぐ安全・安心な公園づくり（防災・安全）平成24年度（1年間） 延岡市外９
・各市町ごとの都市公園における長寿命化計画策定公園数・○○運動公園の利用者数を□□人(H23年度実績）から△△人(H27)に、●●公園の利用者数を■■人（H23年度実績）から▲▲人（H27）に増加する。（H24当初） （H24末） （H25末）

・旭ヶ丘運動公園における施設利用者数を測定する。・上米公園における施設利用者数を測定する。Ａ1　基幹事業番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H281-A-1 公園 一般 延岡市 直接 延岡市公園施設長寿命化計画策定 30.01-A-2 公園 一般 日南市 直接 日南市公園施設長寿命化計画策定 10.01-A-4 公園 一般 三股町 直接 5.01-A-5 公園 一般 新富町 直接 2.01-A-6 公園 一般 小林市 直接 小林市公園施設長寿命化計画策定 10.01-A-7 公園 一般 高原町 直接 高原町公園施設長寿命化計画策定 3.51-A-8 公園 一般 綾町 直接 綾町公園施設長寿命化計画策定 2.01-A-9 公園 一般 高鍋町 直接 高鍋町公園施設長寿命化計画策定 6.01-A-10 公園 一般 門川町 直接 門川町公園施設長寿命化計画策定 4.01-A-11 公園 一般 三股町 直接 三股町都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業 50.0合計 122.5
交付対象事業

三股町 全体事業費（百万円）Ｂ 効果促進事業費の割合市町村名新富町公園施設長寿命化計画策定 公園施設長寿命化計画策定　　１公園 新富町日南市三股町公園施設長寿命化計画策定 公園施設長寿命化計画策定　　２公園 三股町新富町 （事業箇所）
　３公園・綾町長寿命化計画策定公園数 １公園 　１公園・高鍋町長寿命化計画策定公園数 ０公園 　３公園２公園 　２公園

・門川町長寿命化計画策定公園数 ０公園

高原町

０公園 ３公園全体事業費

０公園・三股町長寿命化計画策定公園数

－　百万円要素となる事業名

０公園
・高原町長寿命化計画策定公園数 ０公園

Ａ

・日南市長寿命化計画策定公園数

－　百万円

２公園 ８４公園

合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） １２３百万円

０公園 ４４公園
３公園

　２公園
最終目標値中間目標値０公園

子どもや高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できるような安全性の確保及びライフサイクルコスト縮減の観点から、老朽化した施設の更新及び公園施設の効果的・効率的な更新計画策定を図る。　　計画の成果目標（定量的指標）　　定量的指標の定義及び算定式 備考当初現況値・延岡市長寿命化計画策定公園数
１公園

公園施設長寿命化計画策定　８４公園 延岡市公園施設長寿命化計画策定　４４公園綾町 公園施設長寿命化計画策定　　１公園 綾町公園施設長寿命化計画策定　　２公園

社会資本総合整備計画（市街地整備）
０公園

計画の目標計画の期間

・新富町長寿命化計画策定公園数
定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称

３公園 　３公園

交付対象

　１公園

公園施設長寿命化計画策定　　３公園 小林市門川町 公園施設長寿命化計画策定　　２公園 門川町高鍋町 公園施設長寿命化計画策定　　３公園 高鍋町高原町三股町 老朽化施設の更新　　　　　　２公園 三股町

26,019人 27,000人
０公園

１２３百万円 Ｃ
・小林市長寿命化計画策定公園数 ０公園

28,000人8,310人 9,000人 10,000人
小林市延岡市事業者日南市

Ｃ/(Ａ+Ｂ+Ｃ) －　％



Ｂ　関連社会資本整備事業事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28合計番号 備考Ｃ　効果促進事業事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28合計番号 備考番号
番号

事業内容 市町村名港湾・地区名
要素となる事業名 事業内容事業者 全体事業費（百万円）（延長・面積等） 市町村名一体的に実施することにより期待される効果 事業者 要素となる事業名一体的に実施することにより期待される効果 全体事業費（百万円）



別紙２

計画の名称：　宮崎県未来へ繋ぐ安全・安心な公園づくり（防災・安全）

事業主体名：　延岡市、日南市、小林市、三股町、高原町、綾町、新富町、高鍋町、門川町

チェック欄

①上位計画等との整合性 ―

②地域の課題への対応
　（地域の課題と整備計画の目標の適合性）

○

①整備計画の目標と定量的指標の整合性 ○

②定量的指標の明瞭性 ○

③目標と事業内容の整合性 ○

④事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性 ―

①円滑な事業執行の環境
　（事業熟度、住民等の合意形成を踏まえた事業実施の確実性）

○

②地元の機運
　（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確実性）

○

Ⅲ．整備計画の実現可能性

社会資本整備総合交付金チェックシート
（市街地整備）

Ⅰ．目標の妥当性

Ⅱ．整備計画の効果・効率性


